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Character Year Regressionequation r
Hardness 1989(fie!d) _一! .00+0.47x 0.72罧
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審 査 結 果 の 内 容
水稲の倒伏が起 こる機構や,そ の防止技術は,従来から研究されてお り,また耐倒伏性品種の
育成が進められてきている。しかし,現在 もなお,倒伏は稲作の重大障害のひ とつであ り,将
来,稲作がさらに増収を進める上で,克服 しなければならない重要な課題である。
本論文提出者は,従来の研究の焦点とされてきた下位節問の長さの他に,倒伏に関係する因子
を,倒伏 した水田の稲の観察によって探索 した。そして,倒伏には,下位節間の横断面の形状 と




が,特異的に挫折 しやすいことを見出だし,これを挫折部位 と命名 した。挫折部位では,節 間が
他部位 より細 くなり,また特に倒伏易品種ではその部位の葉鞘の被覆が薄 く,また硬度が劣 り,
乾物重も劣るなど種々の特異性が認められた。
節間横断面の形状特異性として,扁平率を1一(短 径/長 径)×100として求め,扁平率が大 き
い場合に,倒伏しやすいことを,倒伏難 ・易品種を用いて調べた。また挫折部位の扁平率の大小
が,環境条件や肥料条件などによって,同 じ品種でも異な り,これが倒伏に密接に関係 している
ことを明らかに した。
節問の〉!醜 値を太さ(width)という概念で表現 し,これについても栽培条件や品種
などとの関係を調べて,太 さの値が小 さい場合ほど倒伏 しやすいことを解明した。
以上の結果をもとにして,節 間とくに挫折部位の扁平率や太さ,さ らに硬度 ・長 さなどを,積
極的にコントロールし,倒伏 し難い稲に育てる栽培的方策についても検討 した。そして,分げつ
を過剰に出させないように育て,幼穂分化期頃に栄養状態を豊かにすることによって,耐倒伏性
の節問の形を導 くことが可能なこと,しかもそれは,一穂米粒数を多 くす る,すなわち増収へと
導 く可能性へもつながるものであることを実験結果から示唆 した。
,本研究の成果は,今後の稲作技術の発展にとって,倒伏を防 ぐための技術を構築する基礎 とな
りうる,極めて重要なものであ り,研究を高 く評価することができる。よって農学博士の学位を
授与するに足 りるものであると判定 した。.
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